
 

 

 

市町村等職員を対象とした 

「災害廃棄物仮置場設置・運営訓練」を実施します 
 

近年、頻発する台風や線状降水帯などの風水害や地震により、災害廃棄物（災

害ごみ）が生じる可能性が高まっています。 

 和歌山県では、災害廃棄物処理能力の向上を図るため、市町村等職員を対象と

した実地訓練を田辺市と連携して実施します。 

なお、本訓練は、環境省近畿環境局主催（委託先：応用地質株式会社）の訓練

を活用し、和歌山県が市町村等に参加を働きかけ、実施するものです。 

 

◆日 時  

 令和８年９月３０日（水） 10時～16時（予定） 

 （午前：室内グループワーク、午後：現地実地訓練） 

◆場 所 

午前：田辺市ごみ処理場 ２階会議室（田辺市元町2291-6） 

午後：田辺市廃棄物最終処分場 

◆訓練参加対象 

和歌山県内市町村等職員（日高以南地域）、災害廃棄物処理協定締結団体、 

和歌山県職員 

◆内容 

10時～12時 室内グループワーク 

       （仮置場のレイアウト、住民への広報の検討など） 

13時～16時  現場実地訓練 

        （仮置場の設置、車両での廃棄物搬入、仮置場での受付、荷下ろしなど） 

 

和歌山県 資料提供 

【県政記者クラブ同時提供】 

令和９年９月１８日 

連絡先 

環境生活部循環型社会推進課 

 担当：井谷、小西 

電話：073-441-2675 FAX：073-441-2685 



【開催場所】 

午前（室内グループワーク）：田辺市ごみ処理場２階会議室【田辺市元町 2291-6】 

午後（現地実地訓練）：田辺市廃棄物最終処分場 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アクセス】高速道路を利用の方は、南紀田辺 IC で下車 

【駐車位置】上記の駐車位置に駐車願います。  

出典：Google Maps 


